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||
禅
と
ヨ
1

ガ
お
よ
び
自
律
訓
練
法
と
の
関
係
を
中
心
に
し
て

一
、

ョ
l

ガ 、

禅
と
自
律
訓
練
法
と
の
関
係
の
比
較
文
化
的
研
究

遠
く
イン
ド

に
おい
て
始ま
り 、
中
国に
おい
て
発
展し 、
日
本に
おい
て
完
成
し

た
禅は、
そ
れ
ぞ
れイン
ド 、

中
園 、
日
本の
そ
れ
ぞ
れの
文
化 、
し
か
も
その
時
代

の
文
化に
よっ
て
大
き
な
影
響
を
受
けて
発
達し
た
もの
で
あ
る。

禅とヨ
I

ガ(Jへ。mmH)
は、
同
じイン
ド

の
文
化
固か
ら
生
ま
れ
た
と
はい
え 、
今

日
まで
は
共
通
点
を
も
ち
な
が
ら
も 、
ち
がっ
た
形に
発
展し
て
い
る。
ま
たシュ
ル

ッ
3nFZH
F
H・
戸)
の
自
律
訓
練
法
(〉
三。m
go
吋EgEm)
はヨ
1

ガ
の
影

響
を
受
けて
い
る
とい
わ
れる
が、
前
者は
西
欧
的
な
心
理
療
法の一
つ
と
し
て、
後

者
は
宗
教
的
行
法と
し
て、
その
目
的は
も
ち
ろ
ん 、
や
り

方
も
ち
がっ
た
も
の
で
あ

る。
し
か
し
な
が
ら、
く

わ
し
くし
らべ
て
み
る
と 、
類
似
点
を
見
出し
う
るの
で
あ

るこ
の
よ
うに

人
間
行
動は、
どの
文
化に
おい
て
も
普通
的
な
もの
が
あ
る
と
同
時

に 、
文
化に
よっ
て
か
な
り
ち
がっ
た
変
容
を
う
けて
い
る
もの
で
あ
るこ
と
を
知る

の
で
あ
る。

そこ
で
比
較
文
化
的
研
究
法
令52
2]
EE]
B2
E仏)
を
用い
て、
禅、
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，恩

田

彰

ー
ガ
と
自
律
訓
練
法
と
を
比
較し
て、
その
差
異
点と
共
通
点
を
見
出し
て
み
よ
う
と

思
う 。
こ
こ
で
比
較
文
化
的
研
究
法と
は、
異
な
る
文
化の
も
とで 、
等
価
的
な
人
間

行
動
を
比
較し
て、
特
定の
仮
説
が
他の
い
ろい
ろ
な
文
化に
おい
て
も
妥
当
する
か

ど
うか

を
検
証
する
方
法で
あ
る。

宗
教の
行
法の
形
式は、
文
化に
よっ
て
そ
れ
ぞ
れ
差
異は
あ
る
が、
宗
教の
行
法

に
も
とづ
く

宗
教
的
経
験の
内
容に
は、
か
な
り一

致
点
が
ある
よ
うに

思
わ
れ
る。

し
か
も
深
層
心
理
的体
験に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど 、
その
傾
向
が
著し
く
あ
ら
わ
れて
い

る
よ
うに

思
え
るの
で
あ
る。

自
律
訓
練
法の
目
的
は、
心
身の
緊
張の
弛
緩
を
通
して、
身体
的、
精
神
的
な
再

体
制
化(CER
E-
Zロぬ〉
す
な
わ
ち
転
換
を
起こ
さ
せ
る
に
あ
る。
こ
の
身体
的、

精
神
的
な
再体
制
化
と
は、
訓
練
する
もの
の、
心
理 、
生
理
的
機
能
が開
発
さ
れ、

適
応
力
が
よ
り

強ま
り 、
自
己
統
制
力
が
増し 、
想
像
力
が
ま
し 、
洞
察
力
が
養わ
れ

る
とい
う

状
態
を
指し
て
い
う 。
さ
らに
精
神
的
安
定
が
え
ら
れ、
高度
の
人
格
改
造

が
実
現
さ
れ
ると
い
う

状
態
をい
うの
で
あ
る。
ま
た
禅の
目
的は、
主
な
もの
と
し

て、
憎
り 、
心
身
脱
落 、
あ
るい
は
解
脱に
あ
る
と
し
て
も 、
その
機
能
と
し
て
は、

ヨ

心
身の
緊
張
弛
緩
が
え
ら
れ、
自
己
統
制
が
強
ま
り 、

精
神の
安
定
が
え
ら
れ、
創
造

九
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性が開
発さ
れ
る
とい
う

働
き
が
あ
る。
そ
うい
う

意
味で
は、
両
者に一
致
点
を
見

出
すこ
と 、が
で
き
るの
で
あ
る。

ニ 、
自
律
訓
練
法
と
禅の
類
似
点

(1) 

自
律
訓
練
法
も 、
禅
も 、
ヨ
I

ガ
も 、
弛
緩(円。]
自己目。ロ) 、
緊
張
解
放(
百戸l

仲田
宮ロロロ口問)(
よ
けい
な
緊
張を
除
く)
を
重
視
す
る。
禅で
は
過度
に
身
体
が

緊
張し
た
り 、
精
神
的に
緊
張
す
る
と 、
よ
く

坐
れない。
し
か
し
弛
緩し
す
ぎ

て
姿
勢が
く

ず
れ
た
り 、
ぼ
ん
や
り
し
ない
よ
うに

注
意
す
る。
坐
禅
中
は、
落

ち
着
き 、
や
す
ら
ぎ
を
感
ずる。
ま
た
坐
禅
後
は一
生
け
ん
め
い
に
坐っ
た
とい

う
満
足
感、
充
実
感
を
感
ずる
と
と
もに 、
心
身の
緊
張か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め

に 、
ほっ
と
し
た
解
放
感、
安
堵
感
を
感
ずる。
こ
の
工
うに

禅で
は、
単
な
る

弛
緩で
は
な
く、
あ
る
程度
の
持
続
的な
緊
張
を
伴
う

が、
根
本
的に
は
よ
けい

な
緊
張
を
と
り
除
く
は
た
ら
ぎ
が
あ
る。

石里山
法
竜
老
師の
方
法で
は、
緊
張と
弛
緩
を
く
り
返
す
や
り

方
を
と
る。
こ
れ
が

見
性
を
早め
る
とい
わ
れ
る。
す
な
わ
ち 、
緊
張を
高め
て
いっ
て、
さっ
と
ゆ
る
め

る
とい
う
もの
で 、
こ
れ
も
緊
張
解
放の一
つ
の
す
ぐ
れた
方
法
だ
と
思
わ
れ
る。

(2) 

両
者
と
も 、
個
人の
能
動
的、
自
己
決
定
的、
独
立
的
傾
向
を
強め
る。
禅で

は、
は
じ
め
は
受
動
的、
服
従
的、
依
存
的
傾
向
が
身につ
く
が、
や
がてこ
れ

ら
の
傾
向
を
抗
却し
て、
能
動
的、
自
己
決
定
的、
独
立
的
傾
向
が
強
く
なっ
て

J、
司令。

(3) 

禅に
おい
て
は、
禅
定の
状
態
と
睡
眠の
状
態
と
は、
覚
醒か
ら
睡
眠へ
の
移

行
過
程に
あ
る
と
し
て
も 、
こ
の
ごつ
は
異
な
る。
こ
の
点 、
類
似し
てい
る
と

考
え
るこ
と
が
で
き
る。

。

坐
禅
中の
状
態
を、
催
眠の
深
さ
を
は
か
る
尺度
で
見て
い
くと 、

か
な
りの、

幅

を
もっ
て
い
る。
た
と
え
ば
ウォ
ルベ
ル
グ(
君。-
Z吋mw
「
戸)
の
催
眠
段
階に
よ

れ
ば 、
前
催
眠
状
態 、
軽い
催
眠
状
態 、
中
等度
の
催
眠
状
態 、
深い
催
眠
状
態に
及
ぶ

広
範
囲に
わ
た
る
もの
と
考
えるこ
と
がで
き
る。
坐
禅に
お
け
る
禅
定
〈厳
密に
凝

(dh五ran五)

半睡眠一一寸醐民!
、ー一ー「〆ー---' -一一一一一一
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ちい
り 、

や
が
て
睡
眠に
ま
でい
た
る
よ
うに
な
る。

念 、
静
慮 、
三
昧)
の
生
理

的、
心
理
的
状
態は、
覚
睦

と
睡
眠
との
中
間
状
態に
あ

る 。
その
場
合どこ
に
位
置

づ
け
ら
れ
るで
あろ
う

か、

こ
れ
を
図
示し
て
み
よ
う 。

身体
を
と
との
え 、
呼
吸

を
と
との
え
るこ
と
に
専
心

し
て
い
る
と 、
精
神
が
集
中

(
凝
念)
し 、
し
だい
に
静

慮の
状態に
入っ
て
ゆ
き 、

つ
い
に
三
昧の
状
態に
達
す

る。
し
か
し
気
持
が
お
ちつ

い
て
く
る
聞に 、
散
乱
が
生

じ
た
り 、
ま
た
は
昏
沈に
お

平
井
富
雄
博士
は
脳
波
的
所
見か
ら
禅
定に
つ
い
て、
次の
よ
うに
のべ
て
い
る。

「
坐
禅に
おい
て
は、
大
脳
皮
質
興
奮
水
準
が
少し
ずつ
お
ち
て
いっ
て、
禅
定の
状

態で
は、
あ
る
水
準で
その
低
下
が
と
ま
る。
L
か
し 、
実
際に
は
睡
眠
ま
で
低
下
す



るこ
と 、が
か
な
り
み
ら
れ
る3」

ま
た
「坐
禅に
おい
て
は 、
覚
醒の
心
理
状
態
と
関
係
が
あ
る。
し
か
も 、
覚
醒
状

態で
あ
り
な
が
ら、
大
脳
皮
質
興
奮が
低
下
する。」

す
な
わ
ち 、
いっ 。ほ
うに

おい
て 、
身体
的、
心
理
的に
大
脳
皮
質
興
奮が
低
下
す

る
状
態
をつ
くる。

他
方 、
結
蜘
朕
坐 、
半
眼 、
姿
勢を正
す 、
呼
吸の
調
整 、
公
案

の
工
夫とい
う
よ
うに

生
理
的、
心
理
的に
大
脳
皮
質の
興
奮が一
定の
水
準よ
り
さ

が
ら
ない
よ
うにつ
と
め
るの
で
あ
る。

(4) 

禅に
おい
て
も 、
自
律
訓
練
法に
おい
て
も
「
眠
ら
ない」
よ
うに

工
夫が
行

な
わ
れ
る。
禅に
おい
て
半
眼
や
結
蜘
扶
坐 、
姿
勢
を
正
すこ
と
も
ね
む
らせ
な

い
効
果
が
あ
る。

ま
た
眠
く
なっ
た
ら、
姿
勢の
く

ず
れ
を正
し
た
り 、

脚
を
組み
か
え
た
り 、

体
を

動か
し
た
り 、
目
をこ
すっ
た
り 、

洗
面し
た
り 、

頭
を
水で
ひ
や
し
た
り 、

深
呼
吸

を
し
た
り 、
経
行
(
きん
ひ
ん)
し
た
り 、
ま
た
は
警
策で一屑
を
た
たい
て
も
らっ
た

り
する。

(5) 

自
律
訓
練
法の
効
果と
坐
禅の
効
果
と一
致
する
とこ
ろ
が
あ
る。
そ
れにつ

い
て
のべ
て
み
る。

① 
緊
張
を
解
放
する。

@ 
精
神を
安
定
さ
せ 、
気
力
を
充
実
さ
ぜ
る。

③ 
身体
的
機
能を
調
節
する。

④ 
自
己
洞
察
力
と
現
実
直
視の
能
力を
高め
る。

⑤ 
意
志
力
を
強め
る。

⑥ 
自
己
統
制
力を
養
う。

① 
創造
性を開
発
す
る。
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(6) 

成
瀬
悟
策
博士
がシュ
ル
ツ
の
原
法に
も
とづ
い
て
改
定し
た
自
律
訓
練
法の

や
り

方に
よ
れ
ば 、
黙
想
練
習に
お
け
る
自
己
観
照の
方
法は 、
無
意
識へ
の
質

間
i

洞
察とい
う

過
程と
し
て
み
る
と 、
そ
れは
禅
(と
くに

臨
済
禅)
に
お
け

る
公
案の
探
究に
類
似し
て
い
る
もの
と
思
わ
れ
る。

、
自
律
訓
練
法
と
禅
の
相
違
点

自
律
訓
練
法
と
禅
との
あい
だに 、
おの
ずか
ら
相
違
が
あ
る。
し
か
し 、
あ
る
点

につ
い
て
は、
厳
密
な
意
味で
区
別
するこ
と
は
困
難で
あ
る。

次に
その
主
な
相
違
点につ
い
て
のべ
て
み
よ
う。

)

 

1
 
(

 坐
禅の
本
式の
坐
り

方は
結
蜘
朕
坐で
あ
る
が 、
略
式は
半
蜘
朕
坐で
あ
る。

その
付
随
的
な
もの、
調
整
的
な
意
味
を
もつ
もの
と
して、
経
行
(立
禅と
歩

行
禅と
を
合
わせ
た
もの)
が
あ
る。
こ
れは
自
律
訓
練
法に
は
ない。
臥
禅と

いっ
て、
仰
臥
姿
勢も
ある
が、
正
式に
は
や
ら
ない。

結
蜘
朕
坐
は、
立つ
姿
勢
(
緊
張
を
与
える)
と 、
仰
臥
(
弛
緩の
働
き
を
もっ)

の
中
間の
姿
勢で 、
緊
張と
弛
緩のバ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
姿
勢で
あ
る。
す
な
わ
ち 、

長
く

坐
るの
に
よ
い
面
が
ある
が、
あ
る
程度
の
緊
張
を
与
え 、
ね
む
け
を
防
ぐ
効
果

が
あ
る。

姿
勢
が
く

ず
れて
くる
と 、
呼
吸
が
乱
れ、
そ
れ
が
散
乱
(心の
乱
れ)
昏
沈
(
心

が
ぼ
ん
や
り

する) 、
い
ね
む
りの
原
因に
な
る。
ま
た
昏
沈
状
態に
な
る
と 、
姿
勢

が
く

ず
れて
く
る。
ま
ず
定
印
(
両
手
を
組
ん
だ
とこ
ろ)
が
く

ず
れ
る。
こ
の
よ
う

に 、
禅で
は
姿
勢
を正
し
く

するこ
と
を
大
事に
す
る。

(2) 

坐
禅で
は、
目
を、
半
眼
といっ
て
自
然に
聞い
て、
約一
メ
ー
トル

前
方に

自
然に
落
と
す 。
こ
れは
現
実
との
接
触
を
保ちつ
つ 、
注
意
を
内に
向
け
るの
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に
よい。
ま
た、
ね
む
り
を
防
ぐ
は
た
ら
き
が
あ
る。

禅
定の
状
態に
お
い
て
は、
開
眼の
場
合と 、
閉
眼の
場
合と
は、
本
質
的に
は違

わ
ない
と
思
わ
れ
る。
し
か
し 、
半
眼に
よっ
て
ひ
き
起こ
さ
れ
る
心
身の
変
化は、

開
眼の
場
合よ
り 、
か
な
り

広い
範
囲に
わ
た
る
もの
と
思
わ
れ
る。

(3) 

禅は
自
律
訓
練
法の
よ
うに 、

直
接に
暗
示
を
か
け
ない。
そこ
で 、
坐
禅
中

に
生
ずる
現
象
は、
自
発
的、
偶
然
的で 、
何
がで
る
か
予
想
するこ
と
がで
き

E
、
。

ふん
、uv

ま
た
指
導
者
(ま
た
は
操
作
者)
と
参
禅
者
(ま
た
は
被
験
者)
との
ラ
ポ
l
ト

(
E
E52)
につ
い
て
は、
催
眠
法
↓
自
律
訓
練
法
↓

禅に
ゆ
くほ
ど 、
ラ
ポ
1
ト

が

う
す
れて
ゆ
く
もの
と
思
わ
れ
る。

(4) 

自
律
訓
練
法
が
意
識
的
統
制
をこ
えて、
無
意
識
な
もの
ま
で
統
制し
う
る
よ

うに
する
こ
と
を
目
標と
し
て
い
る
と
す
れ
ば 、
禅
もま
た
同
じ
で
あ
る。
た
だ

し 、
禅で
は、
最
初か
ら
無
意
識へ
は
た
ら
きか
け
るの
で
は
な
く、
意
識
的
統

制
か
ら
入っ
て
い
くの
で
あ
る。
す
な
わ
ち 、
姿
勢
調
整 、
呼
吸
調
整 、
注
意
集

中
な
ど 、
自
律
訓
練
法
と
く
らべ
て、
意
志
的
努
力
を
よ
けい
に
必
要
と
す
る。

(5) 

禅で
は
呼
吸
調
整
を
非
常に
大
事に
す
る。
こ
れに
対
し 、
自
律
訓
練
法
で

は、
その一
部
と
し
て
行
な
わ
れてい
るに
す
ぎ
ない。
筆
者
は
自
律
訓
練
法に

おい
て、
呼
吸
調
整の
練
習
を、
重い
感
じの
練
習の
前に
や
らぜ
る
か、
そ
う

で
な
け
れ
ば
心
臓
調
整の
練
習の
前に
や
らせ
た
らよい
と
考
えて
い
る。

四 、
坐

禅

生

理

の

禅の
生
理
的
研
究に
よっ
て
え
ら
れ
た
結
果につ
い
て、
簡
単に
の
べ
て
み
たい。

(1) 

E苗

波

禅
定に
入
る
と 、
参
禅
者に
よ
り
多
少の
時
間
の
ず
れ
が
あ
る

ii三
一
t一一

分
後に 、
必
ずα
波 、が
出
現し
は
じ
め
る。

坐
禅
前
F
波
↓
α
波
出
現
↓
α
波
振
幅
増
大↓
α
波
周
期
延
長
↓
α
σ
己印汁

岳
民℃
α
の
出
現 、
。

波
出
現
とい
う一

連の
脳
波
変
化が
み
ら
れ
る。
す
な
わ
ち

。
波に
及ぶ
徐
波
化
が
み
ら
れ
る。

こ
れ
は
大
脳
皮
質
興
奮
が
低
下の
方
向に
向
うこ
と
を
示し
て
い
る。
こ
の
こ
と

は、
笠
松
章
博士
は、
弛
緩 、
あ
るい
は
緊
張
解
放
を
示
す
もの
で
あ
る
とのべ
て
い

る。(2) 

坐
禅
中
脈
博
数は
わ
ずか
に
増
加
す
る
傾
向
が
あ
る。
呼
吸
と
脈

脈
樽

持
との
関
係
が
考
え
ら
れ
る。
す
な
わ
ち 、
呼
吸
数
が
少
な
く
な
る
こ
と
に
よ

り 、
酸
素
欠
乏
状
態
が
生
じ 、
こ
れ
が
脈
樽の
増
加
を
生ぜ
し
め
る
と
考
えるこ

と
がで
き
る。

(3) 

日乎

八刀
時
呼
吸
量や
毎
分
酸
素
消
費
量は
減
少
する
が、
一
回
呼
吸
量

吸

は一
E
以
上に
増
加
する。
坐
禅
前の
呼
吸
数
が
毎
分一
o
t一

五
回
ぐ
らい
で

あ
る
が、
坐
禅
中は二
回
か
ら
五
回ぐ
らい
に
減
少
する。
参
禅
者は
息
を
は
く

こ
とに
全
力
を
そ
そい
で
い
る。
その
点 、
吸
気よ
り
呼
気の
ほ
う

が
む
ず
か
し

L、。
(4) 

ガ
ス
代
謝

代
謝
率
を
基
礎
代
謝に
対
する
割
合か
ら
み
る
と 、
0・
八
t

0・
九
ぐ
らい
で
あ
る。

(5) 

皮
膚
電
気
反
射
(
電
位
法
)

坐
禅
中。
ω
HN
が
出
現し
や
す
く
な
る。
と

くに
自
発
性の
のω
月 、が 、
坐
禅の
後
半に
おい
て
顕
著に
あ
ら
わ
れ
る。

(3) 

発

坐
禅開
始と
と
もに 、
一
般体
表
面
(
手
掌 、
足
聴
を
除
く

皮
膚

-T

 

面)
に
顕
著な
発
汗
増
大
が
み
ら
れ
坐
禅
終
了
と
と
もに 、
発
汗の
明
ら
か
な
減



少
が
み
ら
れ
た。

(7) 

皮
膚
血
液
の
自
然
動
揺

一
般に
経
験をつ
ん
だ
参
禅
者
は、
禅
定に
入
る

と
明
らか
な
血
管
収
縮
性の
反
応
が
み
ら
れ
な
く
な
る。
こ
れ
に
対し 、
経
験の

浅い
者で
は、
こ
の
反
応
が
頻
発し
て
い
る。

(8) 

目

坐
禅
中は
瞬目
回
数
は
減
少
する。

瞬

(9) 

遠
近
視
力

近
距
離
視
力
は、
坐
禅
後 、
い
く
らか
悪
化
する
傾
向
が
み
ら

れ
た
が、
遠
距
離
視
力
は、
む
し
ろ
よ
く
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
た。

(10) 
フ
リ
ッ

カ
ー
・

テ
ス
ト

坐
禅
前
後に 、
ほ
と
ん
ど
変
化
は
み
ら
れ
な
か
っ

た。
凸Hザ1

 

(
 微

小
振
動

坐
禅の
進
行
と
と
もに 、
振
幅の
漸
減
が
み
ら
れ
た。

(12) 

筋
活
動
電
流

胸
鎖
乳
突
筋の
弛
緩は、
脳
波
上の
α
波
出
現
と
ほ
と
ん

ど一
対一
の
対
応
を一不し 、
精
神
的
安
静
状態へ
の
移
行に
は
筋
緊
張の
解
放
が

必
要で
あ
る。

以
上の
結
果か
ら、
脳
波に
お
ける
徐
波
化 、
呼
吸
数の
減
少 、
脈
持
数の
増
加 、

。
ω
閉山
の
出
現
し
や
すい
こ
と 、
発
汗の
増
加 、
血
管
収
縮
性の
反
応の
減
少 、
微
小

振
動の
徐
波
化 、
筋
緊
張の
解
放
な
ど
を
合
わせ
考
察し
て
み
る
と
き 、
こ
れ
らの
知

見
は一
般に
自
律
神
経
機
能
が
優
勢に
なっ
た
状
態
を
示し
て
い
る
と
考
えるこ
と
が

で
き
る。
平
井
博
士
は、
こ
の
こ
とにつ
い
て、
次の
よ
うに

説
明し
て
い
る。

「
坐
禅に
よっ
て
大
脳
皮
質
興
奮
水
準が
低
下し 、
こ
れに
よっ
て
脳
幹の
諸
機
能

が
抑
制
を
解
除さ
れ 、
充
進
が
起こ
る
と
考
えるこ
と
がで
きる」
と。

こ
の
よ
う
な
意
識
的
な
統
制に
よっ
て、
自
律
神
経
機
能
ま
で
変
化
を
お
よ
ぼ
そ
う

と
す
るこ
と
は、
自
律
訓
練
法に
おい
て
も
同
じで
あ
る
と
考
えるこ
と
がで
き
る。

宗
教
の
行
法
の
比
較
文
化
的
研
究
(
恩
田
)

玉 、
坐
禅

の

2υ 

理

調
心の
方
法と
して、
呼
吸に
注
意
を
集
中
する
方
法
が
あ
る。
入
る
息 、
出
る
息

に一
生
け
ん
め
い
に
意
識
を
集
中し
てい
る
と 、
自
然に
心
が
と
とのっ
て
く
る。
こ

の
よ
うに
し
て
身体
と
心
が
ぴっ
た
り一
つ
に
なっ
た
状
態
が、
い
わ
ゆ
る
禅定の
状

態で
あ
る。
い
わ
ゆる
心
身
脱
落の体
験
は、
こ
の
禅
定に
入
り 、
さ
らに
そ
れ
が
深

め
ら
れ
るこ
と
に
よっ
て
え
ら
れ
る
もの
で
あ
る。
こ
の
禅
定
は一
種の
催
眠
状
態で

あ
り 、

成
瀬
悟
策
博
士
が
名づ
け
て
い
る
慎
想
性
注
意
集
中に
よっ
て
え
ら
れ
る
催
眠

状
態で
あ
る。
こ
の
禅定
(こ
れに
は
深
浅
が
ある)
に
おい
て
身
心
相
関の
精
神
身

体
的
現
象
が
あ
ら
わ
れ
るの
で
あ
り 、
し
た
がっ
て
心
身
脱
落とい
う

体
験
も
え
ら
れ

る
の
で
あ
る。

道
元
禅
師の
「
普
勧
坐
禅
儀」
に
「
身
相
既に
調
えて
欠
気一
息し 、
左
右
揺
振し

て冗
冗
と
し
て
坐
定し
て、
箇の
思
量
底
を
思
量せ
よ 。
不
思
量
底い
か
ん
が
思
量せ

ん。
非
思
量 、
こ
れ
す
な
わち
坐
禅の
要
術な
り 。」
と
あ
る。
こ
れに
よ
る
と
非
思

量
とい
うこ
と
が、
坐
禅の
要
訣で
あ
るこ
とに
な
る。
非
思
量と
は
今こ
こ
に
おい

て、
あ
る
事に
精
神
を
集
中
するこ
とに
よっ
て
え
ら
れ
る
態
度
で
あ
る。
た
と
え

tま
一
つ
の
事に
もっ
ぱ
ら
心
が
向い
て
い
て、
ほ
かの
事に
心
が
動か
ない。
い
い

か
え
る
と 、
大
事なこ
とに
心
が
向い
て
い
て、
し
か
も
'
必
要で
ない
こ
と
に
心
が

動か
ない。
そ
して
無
理
や
努
力の
意
識
な
く 、
自
然に
で
き
る
状
態で
あ
る。
こ
れ

は、
誰
で
も
す
ぐで
き
る
とい
う
もの
で
は
な
く 、
習
練し
て
体
得
さ
れ
る
もの
で
あ

る。
す
な
わ
ち 、
非
思
量は、
思
量一
(
考
え
る)
と
か
不
思
量
(
考
え
ない)
とい
う

対
立
を
超
越し
て、
む
し
ろ
そ
れ
ら
を
包
含し
て
い
るの
で
あ
る。
た
と
え
ば 、
修
行

をつ
ん
だ
達
人
は、
や
るこ
と
な
すこ
と
が
皆つ
ぼ
に
は
まっ
て
い
る。
し
か
も
努
力



宗
教
の
行
法
の
比
較
文
化
的
研
究
(
恩
田)

し
て
い
る
よ
うに

見
え
ない。
自
然で
あ
る。
一
つ一
つ
大
事
な
とこ
ろに
注
意
が
と

どい
て 、
他に
そ
れ
て
い
ない。
全
く

す
きとい
う
もの
が
ない。
こ
れ
が
非思
量の

境
地で
あ
る。

坐
禅に
お
ける
調
心の
方
法は、
前
述の
ご
く
くで
あ
る
が、
その
要
領
を
大
別
す

る
と
次の
二
つ
が
あ
る。

1 
精
神
集
中
法
(。。ロのぬロ仲円山氏。ロ)

2 
眠
想
法
(
白
色
詐託。ロ)

1 
精

神

集

中

法

精
神を
集
中
するに
は、
一
つ
の
事に
注
意
を
集
中
するの
で
ある‘
た
と
え
ば
呼

吸に
注
意
を
集
中し
た
り 、

公
案に
注
意
を
集め
るの
で
あ
る。
その
ほ
か
禅
本
来の

方
法で
は
ない
が、
祈
り
を
さ
さ
げる、
経
文
を
読
む 、
呪
文
を
と
な
え
る。
念
仏
や

題
目
を
と
な
え
る
な
ど
が
精
神
集
中
法と
し
て
効
果
的で
あ
る。

」
の
精
神
集
中の
状
態
は、
二
つ
に
わ
るこ
と
がで
き
る。
一
つ
は
意
識
的
精
神
集

中
(
能
動
的
有
意
的
注
意
集
中)
の
段
階で 、
一
つ
の
こ
と
に
意
識
を
集
中
し
(
思

量) 、
他に
心
を
向
け
ない
(
不
思
量)。
こ
れ
を
意
識
的に
行
な
うの
で
あ
る。
こ
れ

は
修
行の
は
じ
め
の
過
程と
し
て
通
る
必
要
が
あ
る。
次の
段
階
が
無
意
識
的
精
神
集

中
(
自
動
的
無
意
的
注
意
集
中)
の
状
態で
あ
る。
習
練
を
続
けて
い
る
う
ちに
条
件

づ
け
ら
れ、
つ
い
に 、
特に
意
識し
ない
で
も 、
一
つ
の
こ
とに
注
意
を
集
中
す
るこ

と
がで
き
る
よ
うに
な
る。
よ
く
禅で
は
公
案に
浪
人し 、
そ
れに
な
り

切る
とい
う

の
が
そ
れで
あ
る。
こ
こ
に
非思
量の
状
態に
到
達
するこ
と
がで
き
る。
こ
の
状
態

は、
シュ
ル
ツ
の
受
動
的
注
意
集
中か
ら、
さ
らに
深い
催
眠
状
態で
あ
る
成
瀬
博
士

の
慎
想
性
注
意
集
中に
至っ
て
え
ら
れ
る
状
態
と
ほ
ぼ
等しい。

2 
膜

法

想

四

こ
れ
は一
つ
の
こ
とに
注
意
を
と
ど
め
ない
や
り

方で
あ
る。
活
動の一
つ一
つ
に

心
を
向
け
て
ゆ
く

が、
一
つ
の
こ
とに
と
ど
ま
ら
ない。
た
と
え
ば
'
脚の
組み
方 、

定
印の
結び
方 、
眼のつ
け
方 、
口
の
締め
方 、
患の
調
え
方 、
そ
れ
ぞ
れ
坐
禅の
要

所の一
つ一
つ
に
心
を
くばっ
て、
し
か
も一
カ
所に
偏し
ない
よ
うに

す
るこ
と
で

あ
る。こ

の
場
合 、
四
方に
注
意
を
く
ば
るの
で
あ
る。
こ
の
こ
と
は 、
実
は
どこ
に
も
意

識
を
と
ど
め
ない
こ
と
だ 。
こ
れ
を
は
じ
め
は
意
識
的に
行
なっ
て
い
る
う
ちに 、
別

に
注
意
を
くば
ら
な
く
と
も 、
注
意
が四
方に
く
ば
ら
れて
くる。
は
じ
め
は意
識は

動
くか
も
し
れ
ない
が、
し
だい
に
動か
なく
な
る。
注
意は
どこ
に
も
と
ど
まっ
て

い
ない
が、
身
体の
す
み
ずみ
まで
通
る
よ
うに
な
る。
こ
の
状態
が
本
当の
慎
想で

あっ
て、
その
状
態
を一不
す
心
理の一
つ
が
非
思
量で
あ
る。
こ
の
状
態
は
か
な
り

深

い
禅
定で
あっ
て、
こ
うい
う

坐
禅
を
只
管
打
坐
とい
うの
で
あ
る。
こ
れ
が
心
身
脱

落し
た、
い
わ
ゆる
脱
落心
身の
坐
禅で
'こ
の
境
地の
生
活
は
最も
真
実の
人
間
と

し
て
の
生
活で
あ
る。
こ
の
境
地
で
は、
自
己
と
環
境と
がぴっ
た
り
と一
つ
に
なっ

て、
対
立
は
な
く
なっ
て
い
る。
自
己の
意
識と
行
動に
少し
の
す
き
ま
が
ない。

次に
こ
の
精
神
集
中
法
と
膜
想
法との
関
係につ
い
て
考
えて
み
る。

一
般に
は
精
神
集
中
法を
行
なっ
て、
禅
定に
入
るこ
と
がで
き
る。
こ
の
点 、
白

律
訓
練
法
が
受
動
的
注
意
集
中
↓

眠
想
性
注
意
集
中
を
行
なっ
て
催
眠
状
態
を
生
起
さ

せ
るこ
とに
共
通
点
を
見
出
すこ
と
が
で
き
る。
禅に
おい
て
特に
只
管
打
坐の
坐
禅

で
は、
こ
の
膜
想
法
が
最
も
重
要
な
方
法で
あ
る。
し
か
し 、
こ
の
方
法は
な
か
な
か

容
易で
は
ない。
そこ
で
は
じ
め
は
精
神
集
中
法を
訓
練
し 、
そ
れに
か
な
り
習
熟し

て
か
ら、
次に
こ
の
眠
想
法に
入っ
てい
くと
効
果
的の
よ
うに

思
わ
れ
る。



六 、

自
律
訓
練
法
と
禅
お
よ
び
ヨ
i

ガ
と
の
比
較
考
察
に
お
け
る
諸
問
題

自
律
訓
練
法と
禅
およ
びヨ
I

ガ
につ
い
て、
今ま
で
考
察し
て
き
たこ
と
か
ら 、

気
がつ
い
たこ
とにつ
い
て
のべ
て
み
たい。

(1) 

坐
禅の
方
法は、
すでに
幾
多の
祖
師に
よっ
て
工
夫
改
良さ
れて
き
た
もの

で
あ
る
が、
な
おいっ
そ
うの

創
意
工
夫
が
行
な
わ
れ
るこ
と
が
大
切で
あ
る。

た
と
え
ば 、
自
律
訓
練
法 、
ジエ
イコ
ブ
ソ
ン
(
守口o
gop
開・〉
の
漸
進
的
弛

援
法
(同)円。
唱。印印日40
円。-
自
己
芯ロ)
や
ク
レ
ッ
チ
メ
ル
ハ
関門o
gnF
50ア
開・〉

の
分
割
的
能
動
的
催
眠
Q
g
zpo
県立J10
間同日)ロ
20)
な
どの
漸
進
的
訓
練

法の
長
所
を
採
用し
て
み
るの
で
あ
る。

ま
たヨ
l

ガ
(
〕Bmω)
と
禅
と
は、
その
源
を一
に
し
てい
る
が、
今日
で
は
ち
が

っ
た
歴
史
的
発
達
を
示し
て
き
た。
禅で
は、
調
身 、
調
息 、
調
心
といっ
て、
ま
ず

身
体の
調
整
を
は
か
るこ
と
を
大
切に
する
が、
ヨ
1

ガ
と
く
らべ
る
と
必
ずし
も
十

分
と
はい
え
ない。
坐
禅で
は
正
し
く

坐
る
よ
うに

注
意
する
が、
身
体に
欠
陥が
あ

っ
た
り 、

癖
が
あ
る
時は、
ど
う
も
う
ま
く

坐
れ
ない。
その
ため 、
坐
禅の
前
後に

左
右
揺
身
する
とか、
経
行し
た
り

する。
し
か
し
そ
れで
も
身
体の
調
整は
困
難で

あ
る。
ョ
l

ガ
で
は
体
位
法 、
体
操
法に
よっ
て、
身
体
的
欠
陥
や
癖
を
矯
正
し 、
身

体の
調
整
を
は
かつ
て
か
ら
呼
吸
を
調
整し 、
精
神
集
中
法さ
らに
膜
想
法へ
と
進
ん

で
ゆ
く。
こ
うい
う

点につ
い
て
禅は
もっ
と
身
体の
調
整の
面に
工
夫
すべ
きで
あ

る。
その
た
め
に
はヨ
l

ガ
の
漸
進
的
方
法の
長
所
を
取
り

入
れて
改
良し
て
み
るの

も
よい
と
思
わ
れ
る。

ま
た
自
律
訓
練
法に
おい
て
も 、
禅
やヨ
l

ガ
か
ら
もっ
と
学ぶ
面
が
多い
よ
うに

思
わ
れ
る。
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(2) 

禅は
自
分
が
体
得し
な
け
れ
ば
な
ら
ない
もの
で
あ
る
が、
師
匠と
弟
子の
人

格
的
接
触を
通
し
て
の
み
怯
え
ら
れる
面
が
あ
る。

禅の
修
行で
は、
師
匠か
ら
坐
禅や
生
活の
し
か
た
な
ら
び
に
態度
に
つ
い
て
指
導

を
受
け 、
こ
れ
を
坐
禅
や日
常生
活に
おい
て
実
践
する。
禅で
は、
自
己の
工
夫
探

究は
根
本
的で
ある
が、
よ
き
師
匠の
指
導
もこ
れに
劣ら
ず
大
切で
あ
る。
禅の
修

行は
自
力
的
方
法
だ
とい
わ
れて
い
る
が、
実
際に
は
他
力か
ら
自
力へ
の
方
向に
お

い
て
行
な
わ
れて
い
るの
で
あ
る。

こ
の
意
味に
おい
て、
自
律
訓
練
法に
おい
て
も 、
よ
き
指
導
者の
適
切
な
指
導
が

大
切で
は
ない
か
と
思
わ
れ
る。

(3) 

自
律
訓
練
法
も 、
禅
も 、
何
れ
も
心
身の
統
制
を
は
か
るこ
と
を
目
的
と
し
て

い
る。

す
な
わ
ち
禅で
は
身
体
↓

精
神
(
調
身・
調
息
↓

調
心)
ま
た
は
精
神
↓

身体
(
調

心
↓

身
体
的
機
能の
調
整)
の
作
用
が
行
な
わ
れ
る。

ま
た
自
律
訓
練
法では、
精
神
↓

身
体
(
身
体
部
位へ
の
受
動
的
注
意
集
中
↓膜

想

性
注
意
集
中
↓

生
理
的
変
化〉
あ
るい
は
身
体
↓

精
神
(
身
部
感
覚
的
変
化
↓

感
情の

変
化)
の
作
用
が
行
な
わ
れ
る。

阿
部正
博
士
は、
「どの
感
情に
も 、
な
ん
ら
かの
身
体
感
覚
状
態
を
伴い 、
ま
た

身
体
感
覚
状
態の
変
化につ
れて、
感
情
状
態
が
変
わ
る」
とい
い 、
ま
たこ
うい
う

感
情と
身
体
状
態
との
相
関 、
心
身
関
係か
ら
感
情
感
覚
説を
と
な
え 、
こ
の
考
えか

ら
「
身
体
状
態
を
調
整
するこ
と
に
よ
り 、

感
情
状
態
を
改
善
するこ
と
もで
き
る。

ま
た
感
情で
生
じ
た
身
体
状
態に
感
情的に
反
応
するこ
と
に
よっ
て、
い
わ
ゆ
る
心

身
相互
作
用
を
おこ
し
てい
るこ
と
も
考
え
ら
れ、
こ
の
機
制の
解
消
を
治
療の
中
心

と
す
るこ
と
も
有
劾
な
は
ず
だ」
とのべ
て
い
る。

一
五



そこ
で 、
今ま
で
主
と
し
て
感
情
状
態の
調
整に
よ
り 、

身
体
状
態
を
改
善
するこ

宗
数
の
行
法
の
比
較
文
化
的
研
究
(
恩
田〉

と
が
考
え
ら
れて
き
た
が、
逆に
身
体
状
態
を
調
整
するこ
と
に
よ
り 、

感
情状
態
を

改
善
す
るこ
と
も
考
え
ら
れ
る
わ
けで
あ
る。
こ
の
点 、
禅
と
自
律
訓
練
法の
あい
だ

に 、
一
致
点
を
見
出
すこ
と
が
で
き
る。

以
上の
こ
と
か
ら、
精
神
礼
身
体の
相
互
作
用につ
い
て、
更に
研
究
を
進め
て
ゆ

くこ
と
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る。
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